


























































るo 204 年度わが国企業の中国に対する直接海外投資は， 4，70 億ドルと
世界各国の中でも際立つて多くなっている O これに伴ってわが国企業の進































































































































































































































































































































が33. 7% であり，中国の結果が13 ポイント高くなっているが，逆にオース












































































































































































ると考えられる回答は，①中国人は何事にも自己中心的である (69%) 0 
②また現実的である (65%) 。③そして利益中心的な考えや行動をする





































































































































































































































































































































































































































































無回答 2 2.7 2. 7 
全くそのとおり 4 5. 8.2 
そのように考える 19 26.0 34.2 
どちらでもない 32 43.8 78.1 
そうは考えない 13 17.8 95. 
全く同意できない 3 4.1 10. 。



































































20 件近くもある O これが事実であるとすれば，上に述べた事を裏づけてい



























り8.4 ポイント高くなっている O これに対して②どちらとも言えないが
19.2% ，否定する回答の③低いは7.7% と少なく，無回答が4.8% となって
いる o この点ではオーストラリアの評価が中国より高くなっている D
それでは次に，タイ国の調査回答結果ではどのようになっているのかと
言うと，①高いとする回答は31. 7% 。②どちらともいえないが39.0% 。そ
れに対して③低いとする回答は29.3% となっている o タイ国においてこの
ことに関する評価に関しては，高いとする回答が31. 7% と，オーストラリ



































































































































































































がここでも 41. 1% と4割強あるが，肯定的回答が28.% と一般従業員の












































































































































































































































るO またどちらとも言えないが53.8% と半数を超えている O 肯定的回答は
























































































































































遂行していくためには，常に自らが Information Centr (インフォメー
ションセンター)であると同時に， Decison-ma k.i ng Centr (意思決定











































































































































































































































無回答 2 2.7 2. 7 
全くそのとおり 12 16.4 19.2 
そのように考える 40 54.8 74.0 
どちらでもない 14 19.2 93.2 
そうは考えない 4 5. 98.6 
全く同意できない 1 1. 4 10. 。
合計 73 10. 。




































は，良いとするものが71. 2% ， 68. 5% と，いずれもオーストラリアやタイ























































に対して否定的な低いとする回答は7.% となっている O このたびの中国
調査の結果よりも，上司に対する態度が良いとする回答は， 34.7 ポイント


















は4.9% と，中国の場合と比較してその差はほとんど無いといえる O タイ
でもさまざまなことがあり，判断しかねるとする，どちらとも言えないと






















































































































































































































































































































































































































































をした人が全体の41. 5% 。どちらとも言えないとする回答が39.0% となっ
ている O タイ国の場合では，高いとする回答は19.5% と中国での回答結果







評価が12.4% と一番低くなっている O このことに対し否定的な回答であ
る，④そのようには考えない，⑤全く同意できないとか，④低い，⑤大変
低いとする回答でも，日本人経営者や管理者の中国人現地一般従業員に対


















































































彼らは (d) 仕事上のミスを認めたがらない。 (e) 転退職を安易にする O















































































分に所有している"では，肯定的回答は 11. 0% で，否定的回答が57.% と
高くなっている o 同じ質問に対する中国人管理者でも肯定的回答は9.6%
と低く，否定的回答が54.8% と高くなっている O このことから判断する
と，中国人の一般従業員に対する評価も管理者に対する，このことに関す
る評価は厳しいものとなっていると言える口このことに関してオーストラ




か"との質問項目でも，肯定的な評価は 31. 5% と，同じ中国人管理者の































42.5% とかなり高くなっている O 同じ質問に対する中国人管理者では，肯
定的評価が26.1% と約 2倍あり，否定的回答は34.5% と少なくなってい
る。ここでも一般従業員に対する評価は低くなっているといえる。この点














































































































































































































で，仕事に対する計画性の11. 0% や，仕事に対する創造性の8.2% と同じ
ようにかなり低く評価されている D またこのことに関しての否定的な回答
が57.5% と高くなっている。同じ質問に対する中国人管理者でも肯定的回
答は9.6% と低く，否定的回答が54.8% と高くなっているO このことから
判断すると，中国人の管理者や一般従業員に対する評価は厳しいものと
なっていると言える。ちなみにこのことに関してオーストラリアの一般従


















































































































































定的な回答は全体の31. 5% となっており，同じ中国人管理者の58.9% と比
較して27.4 ポイントも低く，タイ国の17.0% よりは高い評価をされている





























































































能力，それに経験などの評価の11. 0% や，仕事に対する創造性の8.2% と
同じように，このことに対する肯定な回答数は少なく，同じ中国人の管理










































































































































































































に，自らが Information Centr (インフォメーションセンター)である
と同時に， Decison-makg Centr (意思決定のセンター)でなくては












は，肯定的な回答をした人が全体の16.5% である D どちらとも言えないと
在中国日系現地企業や組織における日本人経営者・管理者の経営と管理に関する認識と意識 17 
する回答が50. 7% で全体の約半数あるが，否定的な回答をした人が，全体
の30.1% あり肯定した意見の約 2倍である D 同じ中国人の管理者に対する
肯定的な評価は全体の41. 1% 。否定的な評価は全体の21. 9% で，肯定意見
が否定意見より 19.2 ポイント高くなっているO オーストラリアの肯定的な





































































































オーストラリアやタイ国の一般従業員に対する肯定的評価が， 34.7% ， 








































































































































































従って質問 2 の問題点の対策としての回答として， (g) 現地人管理者や
従業員達を管理・監督・指揮をして業務活動をさせるには，一人一人に十


































































なっている D 同じ質問に対する中国人管理者では，肯定的評価が26.1% あ
る。またオーストラリアでは肯定的回答が34. 7% 。タイ国では43.9% であ
るから，ここでの評価は一番低くなっている o
それではどうして，中国人一般従業員の評価が低いのか，その理由や関



















































































た彼らは (d) 仕事上のミスを認めたがらない。 (e) 転退職を安易にす


























































か"との質問項目でも，肯定的な評価は 31. 5% と，閉じ中国人管理者の































42.5% とかなり高くなっている o 同じ質問に対する中国人管理者では，肯
定的評価が26.1% と約 2倍あり，否定的回答は34.5% と少なくなってい
る口ここでも一般従業員に対する評価は低くなっているといえる o この点



















































































































と管理に関する意識"専修商学論集，第 80 号。専修大学学会。 205 年 1 月O 専修














































注11 莫邦富“トヨタが中国の失敗から学んだこと"日経 Bi zTeck no ，06 1"中国

























































































1 津上俊哉「中国台頭」一日本は何をなすべきか一 日本経済新聞社。 203 年 1
月。
2 中国人材の活用法を模索する日系企業 iWorksJ 63 号 リクルート ワークス研
究所204 年 4 月。
3 JETRO 204 版「海外投資白書J JETROo 204 年 9 月。
4 JETRO 203 版「海外投資白書J JETROo 203 年 9 月。
5 JETRO 中国;経済動向。 205 年 3 月14 日。
6 JETRO 中国;概況。 205 年 3 月23 日。
7 経済産業省 205 年版「通商白書J 205 年 7 月。
8 経済産業省 204 年版「通商白書J 204 年 7 月。
9 204 年 週刊東洋経済「海外企業進出総覧J 204 年 4 月。
14 
10 205 年 週刊東洋経済「海外企業進出総覧J 205 年 5月。
11 204 年版「通商白書」経済産業省。 204 年。
12 社会経済生産性本部社会労働部編，日本経済青年協議会編「働くことの意識」
調査報告書社会経済生産性本部社会労働部o 20- 204 年 6月。
13 内田俊彦「本当の中国ビジネス」第二海援隊。 200 年。
14 高井伸夫「中国で成功する人事労務の戦略戦術」講談社。 202 年10 月。
15 芝山英二「新中国ビジネス事情」新潮社。昭和59 年。
16 溝口雄三「方法としての中国J 東京大学出版会。 1986 年。
17 竹内実「現代中国の展開J NHK ブックス。昭和62 年。
18 莫邦富“トヨタが中国の失敗から学んだこと"日経 BizTeck no ， 06 I中国リ
スクの正体Jo 205 年 4月。日経 BP 社。 p26- 33. 
19 馬場直樹“失敗の原因は日本企業の「楽観」にある"日経 BizTeck no ， 06 I中
国リスクの正体Jo 205 年 4月。日経 BP 社。 p34- 39. 
20 谷口徹也“「世界の工場」の定説を疑え"日経 BizTeck no ， 06 I中国リスクの
正体Jo 205 年 4月。日経 BP 社。 Pp46-53.
21 遠藤健治“先進企業の影で息つく劣悪企業の実態"日経 BizTeck no ， 06 I中
国リスクの正体Jo 205 年 4月。日経 BP 社。 Pp54 ー 59.
2 前田宏一“進出だけではダメ，現地化せよ"日経 BizTeck no ， 06 I中国リス
クの正体Jo 205 年4月。日経 BP 社。 p60- 65. 
23 江原規由「在職中国J JETRO 叢書。 203 年10 月。 JETROo
24 甫博「日本的自我」岩波新書。 1983 年。
25 後藤康浩円虫い工場」日経ピジネス人文庫。 205 年 3月。
26 “本番ポスト成果主義"日経ビジネス。 204 年12 月。日経 BP 社。
27 “忍び寄る人材力の危機"日経ビジネス。 205 年 1月。日経 BP 社。
28 特集“ここまで来た中国バブル"日経ピジネス。 205 年 1月。日経 BP 社。
29 “中国の日本企業に新たなリスク WEDGEo 205 年 1月号。株式会社ウエツ
ジ社。
30 “スト，賃上げ…人から始まる中国大調整「世界の工場」に危険信号“日経ピジ
ネス。 205 年 7月。日経 BP 社。
31 “帰ってきたアジア" 205 年 4月。日経 BP 社。
32 “中国急変，沸騰経済の査み噴出" 205 年 7月。ダイヤモンド社。














































204 年 1月20 日
専修大学商学部教授・国際経営論飯田謙一

































































































①親切。 ②明朗。 ③現実的。 ④合理的。 ⑤利益中心的。
⑥自己中心的。 ⑦家族中心的。 ③人脈中心主義。 ⑨親密な交
友関係を持つ。 ⑩友人や知人を大切にする。 ⑪細かなことにこだ














ご回答者の (A) 現在の職位は(①社長 ②部長 ③課長 ④技術管理者
⑤その他(事務所長) ) 
(B) 職務内容 (①全体的な総合管理 ②営業マーケテイング
③生産 ④経理 ⑤技術
⑥その他( ) ) 
(C) 会社勤務年数(① 5 年以下 ② 5 -10 年 ③1-15 年
④16- 20 年 ⑤21- 30 年 ⑥30 年以上)
(D) 現在職務年数(① 1年未満 ② 1 - 5年 ③ 5 -10 年
④ 10 年以上)
(E) ご年齢 (① 20 代②30 代③40 代④50 代⑤60 代)
(F) 海外勤務は何回目ですか( 回目)
ご協力を頂きまことにありがとうございました。 mail 返送先は pkuida@hot-
mai l. co ，または thc02@otmai l. com にお願いいたします。結果は集計・分
析後，ご返送させていただきます。 mail 以外の場合のご連絡先をご記入くだ
さい。
専修大学商学部教授飯田謙一 the02@hotmai l. com





































































































































































④ 会社の仕事に関して家庭でも行う o (仕事が第一)





















① あなたは 1 )男性 2 )女性
② あなたは 1) 10 代 2) 20 代 3) 30 代 4) 40 代
5) 50 代以上
③ あなたの会社は 1) 10 人以上 2) 9- 50 人
3) 49-10 人 4) 9-10 人 5) 9人以下
④ あなたの会社は 1 )製造業 2) 商業 3) サービス業
4) 金融業 5 )公務員 6 )教員
7 )その他




























































































































































































①悠的性別 1)男性 2) 女性
②悠的年齢 1)十凡~ 2) 二十凡歩 3)三十凡~ 4) 四十凡~年 5) 五十歩以上
③ffO. 所服発的公司 1)100 人以上 2)9-50 人 3)49-10 人 4)9-10 人 5)9 人以
下ー
④怒所服発的公司 1)制造~ 2) 商~ 3) 服発行~ 4) 金融~ 5) 公各員 6) 教員 7) 其他
⑤f底的工作 1) 普通人員 2) 生戸現場 3) 管理人員 4) 其他(
#常感謝 jfO. 的合作。逮次的調査是計対工作和所服発的公司和姐奴的意現調査，仮限子管
理行方学研究中使用。希望清写上悠的軟路地祉。
朕籍地祉z
E-mail( 
